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お問い合わせは、JA生産販売課まで　☎0854-84-9058

贈答用ゆのつメロンのご案内

温泉津町で作られるメロン
は、一蔓一果を徹底し、糖
度にこだわります。「美味し
まね認証」を受けた安全で
おいしいアムスメロンです。

ゆのつ産アムスメロン 発送期間：７月上旬～７月中旬

ゆのつメロンの出荷が始まります！

幅広い複合経営
　もともと実家が農家だった厚朴さんは、家の経営を継ぐ形で就農し、現在は、メロン等の施設野菜、水稲、
和牛繁殖など幅広い経営を行われています。
　組合の他の皆さんも同様ですが、５〜６月は特に多忙で、メロンの管理、田植え、繁殖牛の世話、草刈りなど、
作業がたくさんです。
　「それでも、周りの皆さんの協力のおかげもあって、好きな農業で生活できるのはありがたいことです」と
話します。

 作業に取り掛かるタイミングが大切
　メロンの栽培は、奥さんと２人で行われています。
　栽培を始めた当初は試行錯誤の連続で、当時、邦広さんはJAに勤めてい
たため、日中は奥さんが管理されていたそうです。
　栽培で最も気をつかう点は、害虫の防除。なるべく農薬を使わないよう
心掛けつつも、苦戦の連続です。
　質のいいメロンづくりは、管理のポイントをしっかり押さえること。
　ミツバチを使って行う交配作業や水管理など、その時期に行う作業を遅
らせないことが大切だと言います。
　それでも天候や気温、土壌の環境など状況は毎年変わっていくため、「こ
のやり方でいいという年はない」という言葉どおり、その年の天候や温度
に合わせ、タイミングを考えながら作業を行います。
美味しい『ゆのつメロン』を届けるために
　これからの組合の抱負について「小さい面積の地域ですが、誰が出して
も美味しいと言ってもらえるように、品質を安定・向上させたい。『ゆのつ
メロン』を消費者の皆さんに選んでもらえるように、組合の皆で頑張りたい」
と話しました。

　温泉津町施設園芸組合が生産する『ゆのつメロン』の出荷が７月上旬から始まります。
　同組合の歴史は古く、昭和50年代に設立されました。当時は減反政策により、米に代
わる作物として施設園芸が始まり、トマト栽培が主流でした。
　その後、メロンの栽培が始まり、今では大田市を代表する特産物となっています。
　７月上旬の出荷式は、関係機関や地元小学校の児童を招いて、盛大に開催されます。

（今年度は新型コロナウイルス拡大防止の観点から、小学生の参加はありません）
　また、『美味しまね認証』の取得など、安全・安心な農産物の出荷に取り組んでいます。
　出荷に向け、繁忙な作業が続く、同組合の厚朴邦広組合長にお話を伺いました。

JAタウン「銀山のおくりもの」から
もご覧いただけます。
詳しくは、右記QRコードから

インターネットショッピング
「銀山のおくりもの」

2,700円（税込）
3,500円（税込）

厚朴邦広組合長

・２玉箱
  （2.5～3.5㎏）

・４～５玉箱
  （5㎏相当）

申込期間：６月30日㈫まで

12

石見銀山地区本部版



千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
波
根
町
に
あ
る
農
事
組
合

法
人
は
ね
営
農
組
合
の
竹
下

正
幸
組
合
長
が
５
月
20
日
、

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
の

山
﨑
辰
次
常
務
理
事
本
部
長

へ
、
同
法
人
で
収
穫
し
た
ミ

ニ
ト
マ
ト『
ア
ン
ジ
ェ
レ
』

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
昨
年
、
リ
ー
ス

　
５
月
27
日
に
、
三
瓶
そ
ば

振
興
協
議
会
の
湯
浅
英
行
会

長
、
藤
井
好
文
副
会
長
が
、

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
の

山
﨑
辰
次
本
部
長
へ『
三
瓶

そ
ば
』が
地
理
的
表
示（
Ｇ

Ｉ
）保
護
制
度
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保

護
制
度
と
は
、
地
域
の
特
性

が
品
質
等
に
結
び
つ
い
て
い

る
産
品
の
名
称（
地
理
的
表

示
）を
知
的
財
産
と
し
て
登

録
、
保
護
す
る
制

度
の
こ
と
で
、
三

瓶
町
、
山
口
町
で

古
く
か
ら
栽
培
さ

れ
て
き
た
在
来
種

の
そ
ば
で
あ
る
こ

と
等
の
観
点
か
ら
、

今
回
の
登
録
に
至

り
ま
し
た
。

　
『
三
瓶
そ
ば
』

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
趣
旨
の
も

と
、
地
元
の
生
産

者
が
集
ま
り
、
地

理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
に
着
目
。

と
話
し
ま
し
た
。

　
贈
呈
に
は
、
今
年
度
か
ら

法
人
に
入
社
し
た
山
根
康
希

さ
ん
も
同
席
。
山
根
さ
ん
は

島
根
県
立
農
林
大
学
校
を
今

春
卒
業
し
、『
ア
ン
ジ
ェ
レ
』

栽
培
等
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

山
﨑
本
部
長
は「
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
頑
張
っ
て

農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

話
し
合
い
等
を
重
ね
、
約
４

年
の
歳
月
を
か
け
て
今
回
、

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

湯
浅
会
長
は「
伝
統
と
特

性
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
べ

く
、
生
産
の
拡
大
に
努
め
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

山
﨑
本
部
長
は「
大
田
の

地
域
の
特
性
が
認
め
ら
れ
、

非
常
に
う
れ
し
い
。
引
き
続

き
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。

『アンジェレ』を手渡す
山根さん（右）と山﨑本部長（左）

山﨑本部長（左）に登録の報告を行う 
湯浅会長（中央）、藤井副会長（右）

新
た
な
取
り
組
み
を
報
告

● 『
ア
ン
ジ
ェ
レ
』
を
本
部
長
へ
贈
呈

1
TOPICS

『
三
瓶
そ
ば
』の
知
名
度
拡
大
に
期
待

●  

地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
登
録
取
得
を
報
告

4
TOPICS

　
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合
が

５
月
29
日
、
同
組
合
組
合
員
の

原
田
武
敏
さ
ん
の
ほ
場
で「
ぶ

ど
う
の
栽
培
体
験
学
習
」を
開

き
ま
し
た
。大
田
市
立
鳥
井
小

学
校
３・
４
年
生
13
名
が
収
穫

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
児
童
は
組
合
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
自
分
の
気
に
入
っ

た
大
き
さ
や
色
の「
デ
ラ
ウ
ェ

ア
」を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は

５
月
29
日
、
６
月
１
日
、
組
合

員
を
対
象
に
大
型
特
殊
自
動
車

免
許（
農
耕
車
限
定
）取
得
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
公
道
を
走
行

す
る
際
の
注
意
点
等
を
説
明
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
実
習

で
は
、
島
根
県
立
農
林
大
学
校

内
の
敷
地
を
試
験
コ
ー
ス
に
見

立
て
、
受
講
者
が
走
行
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

収
穫
作
業
を
体
験

● 

鳥
井
小
学
校
児
童
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
栽
培
体
験
学
習

2
TOPICS

公
道
走
行
時
の
注
意
点
を
学
ぶ

● 

大
型
特
殊
自
動
車
免
許（
農
耕
車
限
定
）取
得
支
援

3
TOPICS

ハ
ウ
ス（
28
ａ
）を
導
入
し
、

『
ア
ン
ジ
ェ
レ
』栽
培
に
初

め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

竹
下
組
合
長
は「
関
係
機

関
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
収
穫
で
き
ま
し
た
。
法
人

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
地
元
で
販

路
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

トラクターに乗車し、実習する受講生 収穫体験をする児童
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院　
長

福ふ
く

田だ　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ５月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

５月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
３

今
回
の
騒
動
で
病
院
に
行
く
と
コ
ロ

ナ
に
感
染
す
る
の
で
行
か
な
い
、
行
き

た
く
な
い
と
い
う
話
を
結
構
聞
き
ま

す
。
医
療
自
粛
は
非
常
事
態
宣
言
に
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で

も
平
均
３
割
程
度
は
病
院
の
受
診
が

減
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
不
要

不
急
の
受
診
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
鼻
水
だ
け
の
小
児
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
慢
性
疾
患
で
治
療
し
て
い
る
人
で

も
受
診
を
避
け
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
コ

ロ
ナ
を
恐
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
慢
性
疾

患
は
い
つ
か
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
今
で
は
な
い
」と
い
う
点
が
正
に「
不

急
」な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
々
の

慢
性
疾
患
に
対
す
る
意
識
が
よ
く
表
わ

れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
な
ど
の
リ
ス
ク
が
上
る
よ
り

も
、
今
、
肺
炎
で
死
に
た
く
な
い
と
い

う「
恐
れ
」が
受
診
を
控
え
さ
せ
る
な

ら
、「
死
亡
」と
い
う
の
は
患
者
の
医

療
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
最
強
だ
と
改
め

て
痛
感
し
ま
す
。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
慢
性
疾
患
や
肥
満
解
消
に
も
発
揮

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
統
計
学
的
に

み
て
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
日
本
人
で
の
重

症
化
率
の
低
さ
は
、
何
ら
か
の
免
疫
学

的
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
大
学
の
研

究
者
達
は
、
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
で
は

知
ら
な
い
間
に
変
な
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に

曝さ
ら

さ
れ
て
い
て
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
の
よ

う
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
あ
る
程
度
免

疫
が
で
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
発
表
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
全
て
を
説
明
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
や
短
期
の
自

粛
な
ど
い
わ
ゆ
る
日
本
モ
デ
ル
の
影
響

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
の
疫
学
か

ら
見
れ
ば
極
め
て
微
々
た
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。非
常
事
態
宣
言
解
除
後
も
、

感
染
者
が
何
人
出
た
と
か
不
安
を
煽
っ

て
い
ま
す
。重
症
者
が
出
る
に
し
て
も
、

ち
ょ
っ
と
怖
が
ら
せ
過
ぎ
で
し
ょ
う
。

日
々
の
数
字
は
、
政
治
的
思
惑
も
あ
り

そ
う
で
何
と
な
く
信
用
で
き
ま
せ
ん
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
変
な
方
向
に
向
か

う
と「
今
」で
は
な
く
、「
コ
ロ
ナ
後
」

に
自
分
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

▶
コ
ロ
ナ
の
早
い
終
息
と
価
格
の
回
復
を

願
っ
て
い
ま
す
。

▶
早
く
相
場
が
回
復
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

山
口
町石

橋
　
秀
幸 

さ
ん

三
瓶
町
志
学

高
田
　
　
駿 

さ
ん

令
和
２
年
５
月
20
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 12 796,400 254,100 500,500 -73,800 -207,305 284 288
中央 111 997,700 77,000 543,182 -33,888 -170,362 284 285
県 156 997,700 77,000 535,347 -41,723 -159,946 288 289

ヌキ
管内 24 858,000 405,900 628,788 5,164 -163,595 305 275
中央 140 858,000 11,000 633,938 -17,149 -190,439 307 275
県 225 858,000 11,000 612,030 -39,057 -197,446 314 282

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 山口 石橋　秀幸 325 266 福之姫 安福久 勝忠平 福桜（宮崎）

2 富山 幸村　正人 322 305 秋忠平 安福久 美穂国 勝平正

3 井田 森　　徳行 319 261 愛之国 百合茂 平茂勝 飛騨白清

4 志学 高田　雅晴 309 267 美国桜 安福久 北乃大福 平茂勝

5 多根 三登　芳己 308 265 幸紀雄 美津照重 勝忠平 平茂勝

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 320 292 安福久 勝忠平 平茂晴 安平

2 久利 佐藤　重利 301 294 諒太郎 美津照重 糸安茂 茂重桜

3 水上 ㈱大田原農場 311 287 百合茂 勝忠平 安平 福桜（宮崎）

4 富山 錦織　忠明 300 286 茂晴花 薩摩隼人 隆之国 隆桜

5 長久 中原真由美 293 285 茂勝華 芳之国 北国7の8 平茂勝
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■「
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
」は
、
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
書
い
た
人
の
顔
を
想
像
し
な
が
ら
、

共
感
し
た
り
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
地
域
に
密
着
し
た
情
報
が
満
載
で
、
毎
回
楽
し

く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
紙
面
で

知
人
の
名
前
を
発
見
す
る
と
、
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。�

（
Ｗ
さ
ん
）

■
果
物
は
、
ほ
と
ん
ど
の
種
類
が
大
好
き
で
す

が
、
イ
チ
ジ
ク
は
、
中
で
も
一
番
好
き
な
果
物
で

す
。
我
が
家
に
も
イ
チ
ジ
ク
の
木
は
あ
る
の
で
す

が
、
猿
や
カ
ラ
ス
に
盗
ら
れ
て
し
ま
い
、
人
間
は

食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
残
念
！！

�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
後
の
世

の
中
の
い
ろ
ん
な
こ
と
が
変
化
し
そ
う
で
す
ね
。

こ
の
自
粛
期
間
中
、
小
さ
な
菜
園
を
耕
し
な
が
ら
、

田
舎
の
良
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
ス
テ
イ
ホ
ー

ム
に
よ
り
、
初
め
て
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、

読 者 コ ー ナ ー

米麦水分計の点検整備実施のご案内
項　目 7/8（水）までに農業機械課へ持参された場合 7/9（木）以降に農業機械課へ持参された場合

点検料

ケット ライスタ型 1,140 円/台 3,710 円/台
ケット PM/PB型 2,140 円/台 5,710 円/台
静岡製機水分計 1,430 円/台 4,290 円/台

調整料 1,430 円/台 2,860 円/台
修理料 1,430 円/台 2,860 円/台
部品代 実　費 実　費

＊上記料金に消費税は含まれておりません。消費税は別途申し受けます。
＊7/9（木）以降の点検依頼分は、メーカーに送り点検いたします。その際の送料は上記料金に含んでいます。

■お問い合わせ■　JA農業機械課　☎0854-82-8007

ト
マ
ト
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
実
を
つ
け
る
の

を
楽
し
み
に
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
待
ち
ま
す
。

�

（
Ｋ
さ
ん
）

■
体
を
動
か
す
の
が
苦
手
な
の
に
、
体
重
を
10

ｋｇ
減
量
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
食
欲
は
人
よ

り
多
く
、
早
食
い
は
直
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
な
ん
で
も
長
続
き
が

で
き
な
い
ん
で
す
。�

（
Ｋ
さ
ん
）

■
田
舎
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
よ
そ
か

ら
見
れ
ば「
密
」は
そ
ん
な
に
な
い
し
、
外
は

緑
色
、
畑
に
手
を
入
れ
る
こ
と
も
…
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
ん
な
に
長
引
く
と
は
…
。
恐
ろ
し

や
、
コ
ロ
ナ
!!�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
野
山
が
新
緑
に
な
り
、
気
持
ち
良
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
我
が
家
も
田
植
え
が
終
わ
り
、

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
頭
の
体
操
の
た
め
に
、毎
回「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
」を
解
い
て
い
ま
す
。何
と
か
正
解
に

至
り
ま
す
が
、
時
に
辞
書
を
取
り
出
す
こ
と
も

あ
り
、
楽
し
く
解
答
し
て
い
ま
す
。�（
Ｉ
さ
ん
）
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私たちと一緒に を作りませんか？

石見銀山アスパラガス生産組合は
12名の組合員で、１億円産地を目
指し、日々生産に励んでいます。

現在、同組合はGAPの取得や消
費拡大PR、仲間づくりなどに取り
組み、生産拡大を行っています。

私たちと一緒にアスパラガスを
作ってみませんか？

Ｑ1  アスパラガスって儲かるの？

A1   アスパラガスは現在、近隣市場
や給食センターにも出荷されて
おり、需要が多く、出荷量が足
りない状況にあります。当地区
本部販売単価は右表のとおり。

Ｑ2  どのように栽培するの？

A2   栽培バリエーションが、幅広いことが特徴です。�
例）�ハウス栽培（目標3.0t／10a）：収量が安定的かつ病害虫が出にくいが、初期投資が必要。�
露 地 栽 培（目標1.2t／10a）：簡単に始められるが、気候の影響を受けやすく、病害虫が多い。�

☆アスパラガス生産のメリット
その１　軽量作物のため、女性も安心して取り組めます。
その２　�一度定植すると20年以上栽培が可能なため、毎

年の植え付けが不要です。
その３　�３月～10月まで長い期間収穫できるので、その

間、収入が得られます。
その４　収穫は単純作業が多く、作業の分担化も図れます。
その５　�JAが共選場にて出荷調整を行いますので、栽培

管理に集中できます。

アスパラガス栽培 Ｑ ＆ A

お問い合わせは、JA 生産販売課まで　☎0854-84-9058

H29年産
H30年産
R1年産
月平均

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600

単価（円） アスパラガスkg単価（税抜）

3月

1,137

4 月
1,486
1,259
1,281
1,342

5 月
1,423
1,333
1,387
1,381

6 月
1,191
1,174
1,226
1,197

7 月
873
890
989
917

8 月
872
905
841
873

9 月
957
905
944
935

10月
1,230
992
917
1,046

年平均
1,147
1,065
1,084

Ｑ3  出荷体制は？

A3   JAが共選場を整備しています。出荷資材の準備は必要ありません。�
�現在、仁摩支店に共選場を設置し、共同選果を行っており、多方面での売り先確保、幅広い規格で対
応しています。

アスパラガス栽培の流れ（ハウス栽培）
❶ほ場準備（～２月）

完熟たい肥などの
土壌改良資材を施
用し、深耕する。

苗を定植。 アスパラガスが萌
芽し、生長してい
く。

❸誘　引（５月～）

伸びてきたアスパラ
ガスに支柱・ネットを
設置し、アスパラガ
スの倒伏を抑える。

❹茎葉刈り取り（12月）

茎葉が完全に黄化
したら、全て刈り
取る。

❶元肥施用（～１月）

元肥・堆肥等を施
用する。

❷春芽収穫（３月～）

伸長したものを地
際から収穫する。

（１日、１～２回）

❸立　茎（４月末～）

素質の良い茎を選
んで、枝葉を生や
していく。

❹夏芽収穫（５月～）

伸長したものを地
際から収穫する。

（１日、１～２回）

❺茎葉刈り取り（12月）

茎葉は全て刈り取
る。

１
年
目

２
年
目（
収
穫
開
始
）

▶︎ ▶︎ ▶︎▶︎

❷定　植（５月）

⎭ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー⎬ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー⎫
追肥・防除・潅水を適宣行う。

←オススメ！

見学・事業等のご相談も承ります。

▶︎ ▶︎▶︎ ▶︎
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平成30年産飼料用米生産者の皆様へ
この度、平成30年産飼料用米の最終精算を実施いたしました。
この最終精算結果につきまして、以下のとおりご案内申し上げます。
各生産者様の精算内容につきましては、「平成30年産飼料用米精算通知書」にてご案内させていただいて
おります。

平成30年産飼料用米共同計算に係る精算結果
銘　柄 飼料用米
形　態 玄　米

共計対象数量（kg） 252,869kg 1kg当たり

費
　
目

収
　
入

販売代金 7,428,282円 29.38円
その他収入 794,880円 3.14円
合計　Ａ 8,223,162円 32.52円

支
　
出

概算金償還 2,022,952円 8.00円
流通・保管等に係わる経費 2,764,749円 10.93円
手数料 80,916円 0.32円
生産・集荷・販売等に係る経費 514,258円 2.03円
その他支出 0円 0円
合計　Ｂ 5,382,875円 21.28円

収入－支出　Ｃ＝Ａ－Ｂ 2,840,287円 11.24円
翌期繰越　D 881,992円 3.49円
籾摺助成金残金　E 1円 0円
地区本部手数料（7.7％）　F 571,977円 2.26円
精算　G＝C－Ｄ+Ｅ－F 1,386,319円 5.48円
生産者へ精算　H 1,386,319円 5.48円
生産者手取額（推定）　Ｉ＝ 概算金償還+G 3,409,271円 13.48円

ご旅行出発日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　程 ◎入場観光 食 事 宿　泊　地

1 J
6：00〜7：00

Aしまね石見銀山地区本部管内各地 ∥∥∥ 出
9：00〜10：00
雲縁結び空港 　　　　　　　　　　　　JAL便  羽

10：30〜11：30
田空港 ∥バス∥ 

◎
昼食・自由食

八景島シーパラダイス ∥∥ ◎東京スカイツリー（展望デッキ） ∥∥ ホ
18：00

テル（泊）

朝：×
昼：自由
夕：○

東京都内
（洋室利用）

2 ホ
8：00
テル ∥∥ ◎

パスポート券付・昼食自由食
東京ディズニーランド ∥∥ 都内（夕食） ∥∥ ホ

19：30
テル（泊）

朝：○
昼：自由
夕：○

東京都内
（洋室利用）

３あ3 ホ
8：30
テル ∥∥ ◎上野動物園 ∥∥ 東京

（弁当）
駅

12：30〜13：30
 　　　　　　のぞみ  岡

16：00〜17：00
山駅 ∥

貸切バス
∥∥ J

21：30〜22：00
Aしまね石見銀山地区本部管内各地

朝：○
昼：弁当
夕：弁当

ご
旅
程
表（
予
定
）

2021年3月下旬（予定） （都内２泊のゆったり３日間コース）
（JAしまね石見銀山地区本部発着起点）概算旅行代金 89,800円

（予定）

○添乗員／同行します　○食事条件／朝2回、昼1回、夕3回（弁当含む）　○利用予定ホテル／ホテルモントレ半蔵門または同等クラス
○利用航空会社／ JAL（日本航空）　○輸送機関／JR、新幹線のぞみ号（普通車指定席）

（旅行参加対象者は小学6年生です）JAの定期積金で行く

東京ディズニーランド3日間
予 告 版

定期積金」募集

小学校卒業記念
「

積　立　方　式

○積金表は、給付補てん金を含んでおりません。
○ 積金の満期日は、施行実施月に満期になるように設

定させていただきます。
○ 満期後、お客様のご希望により、㈱農協観光が企画・

実施する「東京夢紀行」の旅行代金に充当させること
が出来ます。

　 なお、お客様のご都合により、当該旅行への不参加の
場合は、満期金全額をお客様がお受取いただきます。

５年生対象　2022年３月実施（料金が変更になる場合があります。）
毎月掛金 21回（6月スタート）20回（7月スタート）19回（8月スタート）18回（9月スタート）17回（10月スタート）16回（11月スタート）

10,000 210,000 200,000 190,000 180,000 170,000 160,000
5,000 105,000 100,000 95,000 90,000 85,000 80,000

６年生対象　2021年３月実施
毎月掛金 9回（6月スタート） 8回（7月スタート） 7回（8月スタート） 6回（9月スタート）

20,000 180,000 160,000 140,000 120,000
10,000 90,000 80,000 70,000 60,000

JAしまね 石見銀山地区本部
金融課及び各支店
TEL0854-84-9054

当定期積金のお問い合わせは

★ 卒業記念に東京ディズニーランドや
都内観光などを満喫するチャンス!!

★ 積立方式は各通りあります。

当旅行につきましては㈱農協観光より予告版としてご案内させていただきま
すが旅行の実施については、2021年1月中旬に改めて正式な募集広告を積
金加入者宛送付させていただきます。ご旅行に参加される方は、正式書面を
確認後、㈱農協観光と募集型企画旅行契約を締結することとなります。

旅行の申込み

旅行に関するお問い合わせは

島根支店
島根県松江市灘町1-7 松江プラザビル８階

NOKYO TOURIST CORPORATION

鎮波 康二
☎（0852）26-2600

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014
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昭
和
50
年
７
月
、
数
日
前
か
ら
降
り
続

い
て
い
る
雨
は
さ
ら
に
強
く
な
り
、
発
電

所
導
水
路
の
水
は
溢
れ
ん
ば
か
り
に
流
れ
、

そ
の
水
量
は
最
大
出
力
２
１
０
kw
を
超
え

そ
う
な
勢
い
で
水
車
及
び
発
電
機
を
回
転

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

水
力
発
電
に
過
剰
な
水
は
、余
水
路（
あ

ら
か
じ
め
導
水
路
を
守
る
た
め
に
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
さ
せ
る
機
能
と
し
て
設
置
）

を
も
満
た
し
、
小
枝
や
落
ち
葉
な
ど
を
濾こ

し
と
る
目
的
で
水
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た

ス
ク
リ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
鉄
格
子
に
は
、

想
定
以
上
の
流
木
が
絡
ま
り
、
逆
に
導
水

路
を
流
れ
る
水
を
阻
害
し
始
め
て
い
ま
し

た
。発

電
所
の
導
水
路
の
管
理
は
、
地
元
の

方
に
委
託
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
流
木
等
の
取
り
除
き
は
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、今
回
の
降
雨
量
は
、そ
の

作
業
を
危
険
な
も
の
に
変
え
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
流
れ
て
い
た
透
明
な
水
は
表

情
を
変
え
、
泥
交
じ
り
の
茶
色
い
水
と
な

り
、
さ
ら
に
は
川
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
よ
う

に
思
わ
れ
た
大
き
な
岩
石
が
、
そ
の
流
れ

に
押
さ
れ
始
め
る
と
、
三
瓶
の
沢
の
景
色

は
一
変
し
、
自
然
の
恩
恵
を
電
力
に
変
え

よ
う
と
す
る
者
た
ち
を
拒
み
始
め
、
牙
を

剥
い
た
の
で
す
。

７
月
14
日
、
現
代
の
よ
う
な
観
測
技
術

が
あ
っ
た
な
ら
、
お
そ
ら
く
線
状
降
水
帯

と
呼
ば
れ
る
雨
雲
と
想
像
さ
れ
る
よ
う
な

豪
雨
が
三
瓶
町
池
田
地
区
を
襲
い
ま
し
た
。

昭
和
39
年
発
電
開
始
以
来
、
自
然
を
相

手
と
す
る
準
備
は
進
め
て
い
ま
し
た
。
昭

和
46
年
に
は
、
む
き
出
し
の
導
水
路
に
入

る
落
ち
葉
や
土
砂
を
防
止
す
る
蓋
を
設
置

し
、
一
方
で
発
電
機
の
異
常
を
通
報
す
る

装
置
を
当
時
の
池
田
支
所
と
の
間
に
設
置
、

ま
た
、
管
理
体
制
を
整
備
し
た
り
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
で
は
今
回
の
災
害

に
は
立
ち
向
か
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

濁
流
は
、
安
全
の
た
め
遮し

ゃ
蔽へ

い
板ば

ん
で
取
水

を
停
止
し
て
い
た
設
備
を
丸
ご
と
飲
み
込

み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
頑
丈
な
取
水
口

は
破
壊
さ
れ
、
土
砂
が
導
水
路
に
侵
入
、

長
い
導
水
路
が
通
る
山
の
斜
面
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
土
砂
崩
れ
が
発
生
、
沢
に
掛
か

る
美
し
い
水
路
橋
は
土
石
流
に
よ
っ
て
押

し
流
さ
れ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
発
電
所
建
屋
と
管
理
人
用
住
居

に
繋
が
る
静
間
川
の
管
理
用
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

も
被
災

し
、
当
時
、
居
住
さ
れ
て
い
た
管
理
人
家

族
が
取
り
残
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
発
生

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
三
瓶
発
電
所
に
と
っ
て
初

め
て
の
大
規
模
災
害
と
も
い
う
べ
き
集
中

豪
雨
に
よ
り
発
電
は
完
全
に
停
止
と
な
り
、

よ
う
や
く
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
再
び
通

水
と
発
電
が
開
始
で
き
た
の
は
、
翌
年
の

夏
で
し
た
。
静
間
川
流
域
も
川
幅
が
変
わ

る
よ
う
な
公
共
工
事
が
随
所
に
進
め
ら
れ
、

復
旧
さ
れ
た
発
電
所
管
理
橋
は
、
長
さ
が

２
倍
近
く
と
な
り
、
川
の
護
岸
は
国
の
事

業
で
強
固
な
も
の
に
補
強
さ
れ
て
い
ま
し

た
。自

然
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
表

情
を
変
え
る
自
然
と
向
き
合
う
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
三
瓶
発
電
所
を
建
設
し

た
農
業
協
同
組
合
の
先
人
の
意
思
を
受
け

継
ぎ
、
そ
れ
を
維
持
す
る
最
大
の
課
題
で

も
あ
り
ま
し
た
。
発
電
所
建
設
当
時
の
建

設
委
員
で
、
後
に
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
の
組
合

小
水
力
発
電
所
物
語
2

土石流で破壊された水路橋復旧した水路橋
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長
に
就
任
す
る
原
田
忠
芳
さ
ん
が
多
く
の

難
題
に
直
面
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
期
で
す
。

昭
和
62
年
４
月
28
日
、
こ
の
日
も
集
中

豪
雨
が
あ
り
、
昭
和
50
年
に
被
害
を
受
け

た
支
流
取
水
口
や
導
水
路
の
一
部
が
再
び

破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
約
半
年
間
の
発
電
停

止
と
復
旧
工
事
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く

通
常
運
転
と
な
り
ま
し
た
が
、
規
模
の
大

小
は
あ
れ
ど
も
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
３
年

周
期
で
発
生
し
、
そ
の
都
度
、
あ
る
時
は

本
格
的
な
復
旧
工
事
、
あ
る
時
は
人
海
戦

術
、
ま
た
あ
る
時
は
創
意
と
工
夫
で
凌
ぐ

と
い
う
よ
う
な
対
応
で
発
電
を
続
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
工
事
の
合
間
を
縫
う
よ
う

に
、
技
術
の
進
歩
に
伴
う
配
電
盤
の
更
新

や
自
動
停
止
装
置
の
追
加
設
置
等
の
安
全

対
策
が
完
了
し
た
時
に
は
、
元
号
は
平
成

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
15
年
、
発
電
機
が
回
転
し
続
け
て

40
年
余
り
が
過
ぎ
た
あ
る
日
の
機
器
の
定

期
点
検
で
、
水
車
と
発
電
機
の
消
耗
が
限

界
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
確
か
に
水
量
の
わ
り
に
発
電
出
力
が

落
ち
て
い
た
の
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
18
年
、
当
時
の
廣
山
勝

秀
組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
決
断

し
、
水
車
と
発
電
機
の
大
規
模
な
部
品
の

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
合
わ
せ

て
水
圧
鉄
管（
水
車
に
至
る
最
後
の
落
差

70・
９
ｍ
を
下
る
水
圧
に
耐
え
る
）の
防

錆
塗
装
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
も
な
く
半
世
紀
に
到
達
し

よ
う
と
し
て
い
る
三
瓶
の
水
力
発
電
所
設

備
に
押
し
寄
せ
る
老
朽
化
の
波
の
第
一
波

で
あ
り
、
と
り
わ
け
２
ｋｍ
を
超
え
る
長
い

導
水
路
の
維
持
は
、
立
地
条
件
の
悪
さ
か

ら
来
る
コ
ス
ト
と
の
戦
い
を
強
い
ら
れ
、

や
が
て
物
理
的
に
も
限
界
が
来
る
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
で
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
、
鉄
製
の
水
圧
鉄
管
は
、
水
と
と
も
に

流
れ
る
砂
等
で
内
側
が
削
ら
れ
、
漏
水
と

い
う
最
悪
な
事
態
へ
時
を
刻
ん
で
い
る
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
日
々
の
点
検

は
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
も
含
め
て

あ
る
日
突
然
に
事
業
休
止
の
決
断
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
面
が
到
来
す
る
恐
れ
は
充

分
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
建
設
当
時
は
、
体
力
に
物
を

言
わ
せ
て
重
い
機
材
を
抱
え
、
道
な
き
道

を
進
み
、
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
い

た
建
設
業
界
も
今
や
人
手
不
足
で
、
道
路

の
無
い
山
の
中
の
作
業
は
、
工
作
機
械
も

入
れ
な
い
工
事
困
難
地
域
で
あ
り
、
三
瓶

発
電
所
の
存
続
は
、
ま
さ
に
風
前
の
灯
火

で
し
た
。

�

〈
次
回
に
続
く
〉

JAグリーンおおだ

7月は、休まず営業いたします。
年金無料相談

複雑な年金手続きのお手伝いをいたします。
どなたでもお気軽にご来店ください。

※時間は９：00〜12：00

6月20日（土）JA大田東支店 ☎0854-82-8514 ・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

濁流で破壊された取水口復旧した取水口
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